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　茨城県の最北西端に位置し，北は福島県，西は栃木県に接す
るやや南北に長いほぼひし形の形をした広大な町である。面積
の約８割は，八溝山系と阿武隈山系からなる山岳地である。気
候は低温多雨の寒暖の差が大きい山岳気候で，この特性を活
かしてお茶，りんご，こんにゃく，お米などの多くの特産物が生産
されている。日本三名瀑の一つ袋田の滝をはじめ，県内最高峰
の八溝山や男体山の秀峰，久慈川の清流，奥久慈温泉郷など
の自然資源に恵まれた山紫水明の地で，年間150万人の観光
客が訪れる観光と農林業の町である。
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＜概要＞

退職手当　消防賞じゅつ金　交通共済　
消防災害補償　非常勤公務災害　市
町村会館管理　滞納処分等　農業共
済

過疎
辺地（一部区域）
山振（一部区域）　
特定農山村

ｋ㎡083640
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昭和30年3月31日　合併
大子町　依上村　佐原村　黒沢村　宮川村　
生瀬村　袋田村　上小川村　下小川村の一部
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将来にわたる財政負担（D=A＋B-C)
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④市町村税の状況（平成２９年度）
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＜財政状況＞

①決算収支
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21.3
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[5,537]債務負担行為支出予定額（B)

0.331

[15,229]

85.9
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②今後の主要課題・特色ある行政等

内　　　容

小中学校の授業におけるICT化を推進し，
プログラミング教育必修化に向け児童生徒
の論理的思考や創造性，問題解決力など
のプログラミング的思考を育成する。

空き家の利活用による定住促進を強化す
る。

認定農業者の経営安定及び育成を目指
す。

フィルムコミッションの推進によるプロ
モーション活動を強化する。また，ロケ
地紹介を行い観光客の集客に取り組
む。

建設コスト削減等の見直しを行い，町民
の憩いの場としての活用を図る。

１　若い世代への投資
　若い世代をバックアップし，将来の町を支える人材を育むため，教育の充実を
図るとともに，空き家バンク等を活用した定住促進化を強化する。
２　地場産業の未来を応援
　大子町に雇用が創出され，人が戻ってくるよう，農林畜産業や中小企業への支
援を強化する
３　大子町の魅力向上
　奥久慈の大自然を活かし，茨城国体を開催するとともに，観光資源の積極的な
PRや森林セラピー等の取組により，町全体の魅力向上を図る。
４　安心安全のまちづくり
　高齢者や障がい者など，誰もが安心して暮らせる町づくりに向けて，福祉や健
康長寿，防災・生活環境の充実を図る。
５　新庁舎建設の見直しと行政サービス向上
　新庁舎建設について，建設コスト削減等の見直しを行うとともに，現庁舎におけ
る行政サービス向上を図る。

※２　県平均のうち実質公債費率及び将来負担比率は加重平均，それ以外は単純平均
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(19.49 )

％

・普通会計に関する主な指標

[7,450]

百万円

百万円

[90.3]

[23,361]

[0.702]

経常収支比率

地方債現在高（A)


